





















































































































































































































児の行動・言動 看護師はどう感じ、どう思 つ たか 看護師はどう行動したか
①本日は、内服して二日目で
ある。１日目は、プレドニン
を錠剤で挑戦したが暴れて吐
き出してしまっている。
④ナースが近づくと「あっち
行って一」と言いベッドの隅
に行き逃げようとする。
￣￣￣￣■■■■■■■■￣￣￣￣￣■■￣￣■■￣￣■■￣■■■■￣￣￣￣￣￣■■
⑦｢いや一｣表情を暗くして、
こちらをにらみつけ、内服を
拒tjb
母）「Ａ君､お薬飲んだら点滴
とれてお家に帰れるよ｡」
￣￣￣￣￣￣￣￣--￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■--￣■■￣￣￣￣￣
⑩「いや－」四肢をばたつか
せて口内に入った内服薬を吐
き出してしまう。
⑮「え－ん」
泣きながら、うつ伏せになっ
て、何も受け付けようとしな
い。
－－￣‐￣￣￣￣■■￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■■■￣￣■■
⑯「いや_」と怒り、目を合
わせてくれない。
②昨日は、内服を極端に拒み、内服出来なかったという情報が
あり、今回は内服出来るか不安だ。飲ませられるか心配だ。内
服が出来れば家で治療ができる。Ａ君は、薬を泣き出す可能性
もあるから、内lIBl薬の飲ませ方を工夫して成功させよう
⑤内服薬とシリンジを持ってきたので内服させられると気付い
たのかなあ。今は、内服を頑張らなくてはならないからＡ君に
自覚させるため、 声掛けしておこう。
￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■■■￣￣￣■■￣■■￣■■■■￣￣￣￣￣￣■■￣■■￣■■￣￣￣■■￣￣￣●
⑧前回は薬を錠剤や粉末の薬をお団子状にしてロの中に入れて
も内服は失敗している。内服用のシロップに混ぜて苦味を緩和
させても、困難であった。母親も協力的だし、今回は、母親と
協力して、シリンジで口内に投与する方法でやってみよう。
■￣￣■■■■■■■■￣￣■■■■￣￣■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣■■￣￣￣￣■■■■￣■■￣￣■■￣￣■■￣￣■■￣￣■■--￣￣￣￣■■■■■■￣￣￣￣q
⑪あ－．薬を吐いてしまった。これでは、正確な量の内服がで
きない。ロの中に薬を戻して、何とか飲んでもらわなくては.
●■■￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■■■￣■■￣￣■■￣■■￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣■■￣■■￣q
⑭今回は、半分の量（１ｍｌ）しか内服できなかった。もう半
分は注射で投与することになるが、これからも注射で投与する
しかないのか？
今回は半分の量を内服出来たのだから褒めてあげよう。
⑰シリンジで薬を投与しても吐き出してしまい、内服は困難だ
った。どうしよう。
⑤病室に入り、シリンジと薬を持って、
児のいる柵ベッドに近づく。
⑥逃げようとするため、児には触れず、
柵ベッドの外から「Ａ君、頑張ってお
薬飲もうか｡」と声掛けする
⑨母親にＡ君を抱っこして暴れる手足
を抑制してもらい、Ｂ看護師がシリン
ジに粉末の薬を内服用シロップ２ｍ’
で溶かし、口内に薬を注入する方法で
挑戦する。「Ａ君お薬頑張って飲もう｡」
と声かけする。
⑫ロの周囲に吐き出した薬をもう－
度、指やシリンジで口内へ戻す。
￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣--－＝￣－－－
⑮「Ａ君、頑張ったね。すごかったよ
￣
。 次は全部飲もうね｡」
⑱Ａ君の感情を逆なでないように静か
に病室を出る。
表２内服が出来た場面（先輩看護師のＣ看護師）
－４７－
児の言動・行動 看護師はどう感じ、どう思ったか 看護師はどう行動したか
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣■■■■￣￣■■￣￣￣￣
⑧ナースセンターへ母親に手
を取られてＡ君は「いや_」
と言いながら、嫌な表情をし
て入ってくる。
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣----■■￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣■■－－
⑥今にも泣き出しそうな表情
をして黙って看護師に抱かれ
るが、ぐっと目と口を閉じ、
力を入れ､開けようとしない。
￣■■D￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣--￣￣￣■■■■￣￣￣￣￣￣￣l■■￣'■■
⑨頑として口を開けない。す
ごい力で抵抗する。
⑫「え－ん」と泣き、声を出
した後､わずかに力が弱まる。
￣￣￣￣￣￣■■■■■■￣￣--￣■■￣￣■■､－－■■■■.■■￣￣￣￣￣l■■■■
⑮泣きながら、ゴックンと飲
み込む。
￣￣￣￣--￣￣￣￣￣￣■■■■￣￣■■￣￣￣￣￣￣--￣￣￣－￣
⑱⑭から⑰を何回も繰り
返し、全量飲み終わる。
■■￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣■■￣￣■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■
⑳泣きながらも、母親と共に
手をつないで帰る。その後、
短時間の午睡に入る。
⑳後で訪室すると（母）「Ｃさ
ん、さっきはありがとうござ
いました。あれだけ真剣にな
らないと飲まないんですね。
家ではあれだけ真剣にできま
せんでした｡」
￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣
①薬を飲み始めて２日間、内服出来ていないとの情報があり、
今日はどうしてiLj内服出来るようにしなければならない。注射
に頼りたくないな。家では弟も待っているし、－日でも早く家
族と生活する日々に戻さなくては。病室は大部屋で他児もいて
集中できないだろうからナースセンターで援助しよう。
--■■■■■■￣■■￣￣■■■■￣￣￣■■￣￣￣￣￣■■■■￣￣￣￣■■￣￣￣■■￣■■￣￣￣■■￣￣￣￣￣■■￣￣￣■■￣￣￣￣￣ ￣￣■■■■■■￣￣■■■■
④Ａ君は、薬を飲まなければいけないと恐れてナースセンター
に来たんだなあ。
8歳だし、厳しいかもしれないが絶対成功させないと。
母乳やミルクを飲ませる体位で内服させてみよう。
■■￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣■■■■■■￣■■￣■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣－－－■■￣￣-－－
⑦８歳だし、暴れるとすごい力がでるだろうな。危険のないよ
うに私の力が伝わるようにしなくては。
￣■■■■￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣■■■■■■￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣■■■■■■■■￣￣￣￣￣■■￣￣■■￣■■￣￣■■■■■■￣￣￣￣￣￣￣■■■■￣￣￣■■￣￣
⑭困ったな。ここで止めたら、これからも絶対飲まなくなって
しまう。お願いＡ君、ロを開いて。これから、長い治療が続く
し、まだまだ薬を飲むことが続くんだよ。
⑮今だ。強くすすめたらロが開くだろう。
￣￣￣■■￣￣￣￣
￣￣￣■■■■￣■■￣￣￣￣￣￣--￣￣￣￣￣￣■■■■￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■-－￣■■￣￣■■￣￣－－￣
⑯すごい。やっぱり飲んでくれた。嬉しい。
￣￣￣■■￣￣￣￣■■￣■■■■■■■■￣￣￣■■￣￣■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣■■￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣■■■■￣■■￣￣■■',■■￣
⑲良かった。飲み込んで吐き出さないな。少しでも出たら正し
い量が内服出来ない。お願い、吐かないで。しばらく、見てい
よう゜
大丈夫だなあ。抑制をゆるめよう。
⑳私も力が入らない位だし、Ａ君も疲れただろう。
頑張ってくれたなあ。
■■￣￣￣￣￣■■￣■■￣■■■■￣￣￣■■￣￣■■■■￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣■■■■■■■■■■￣￣￣￣■■■■￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■
⑳良かった。お母さんに分かっていただけて。後、何回か援
助していかないとＡ君のものにならないかも知れない。
￣■■■■●■￣￣￣■■￣■■■■■■■■￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■■■￣■■￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣■■￣■■￣■■￣■■■■￣￣￣■■￣￣■■￣￣■■■■■■￣
その後､Ａ君は１７：３０から他の看護師が同じ援助を繰り返すことによって内服出来た。
次の入院治療（３回目）では、シロップを使って病室で暴れずに内服出来るようになる。
②「お母さん、ナースセンターで薬を
飲ませようと思いますからお茶やジュ
－スを持って来てくださいね｡」
￣￣■■￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■■■■■￣￣￣■■￣￣－－--■■■■￣￣■■￣￣￣－■■■■■■
⑤プレドニン粉末を内服用シロップ２
ｍｌに溶かし準備する。母にぴったり
とくっついているＡ君をＣ看護師が抱
き寄せる。（強い口調で）「Ａ君この薬
はＡ君が強くなるためにどうしても飲
まなくてはいけないの。絶対飲むって
約束しよう。約束して｡」
￣￣■■￣■■￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣■■￣■■￣￣■■￣￣￣￣￣￣----￣■■￣￣￣￣-－
⑧Ｃ看護師の左_上肢にＡ君の頭をのせ
頭を固定し、手足が自由にならないよ
うにＣ看護師の右下肢と右脇ではさん
で抱きかかえ、抑制する。「エーン」と
泣き、ロがわずかに開いたときＣ看護
師の右手で内服薬をスプーンで投与し
ようと試みる。
￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■■■■■■■■■￣■■-－￣￣￣
⑪「Ａ君、約束だよ。強くなるんだよ。
おロを開けて｡」と口調を強めて何回も
繰り返す。
￣￣￣■■￣■■￣■■'■■￣￣--■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
⑭わずかに開口した時「Ａ君おロ開
けて－」と危機が迫ったかのように語
気を強めて言い、スプーンで口内の奥
の方に薬を入れる。
⑰「Ａ君上手ｂゴックンゴックン｡」
￣￣￣■■￣￣■■￣■■￣￣￣￣－－￣￣■■■■￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣－－--￣￣￣￣￣￣
⑳抑制をゆるめて抱きしめる。「ウルト
ラマンのように強いね｡」と褒め、母親
に抱いてもらうようにゆだねる。看護
師の全身の力が抜けたようになる。
⑳しばらく、そっとしておこう。目
が覚めたら褒めなくては。
￣■■￣￣■■■■￣￣￣￣￣■■￣￣■■￣￣￣￣￣￣■■￣
⑳夕方の薬は17:3０
うね。
からにしましょ
￣￣￣￣■■￣■■■■￣￣￣￣￣￣■■■■￣￣￣■■￣￣￣￣■■■■￣￣■■￣■■￣￣－－■■￣■■■■
